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会
員
募
集

　
◆
東
久
留
米
話
し
方
ク
ラ
ブ　

第
２
・
第
４
金
曜
日
午
後
７
時
～

９
時
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
１

５
０
０
円
。
人
前
で
話
す
こ
と
が

苦
手
な
方
、
自
信
を
つ
け
た
い
方
、

見
学
歓
迎
。
詳
し
く
は
、
い
わ
き

緯
４
７
５
・
８
７
１
３
へ
。

　
◆
カ
ラ
オ
ケ
（
ひ
ま
わ
り
ク
ラ

ブ
）　
月
２
回
。
水
曜
日
午
前　
１０

時
～
正
午
、
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー

で
。
会
費
月
２
０
０
０
円
。
プ
ロ

の
作
曲
家
・
作
詞
家
が
親
切
丁
寧

に
指
導
。
初
心
者
歓
迎
。
体
験
見

学
可
。
詳
し
く
は
滝
沢
緯
４
７

３
・
６
２
９
５
へ
。

　
◆
東
久
留
米
ペ
ン
習
字
会　
第

１
・
第
３
の
月
曜
ま
た
は
水
曜
日
、

午
前　
時
半
～
正
午
他
、
生
涯
学

１０
習
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
３
０
０

円
、
会
費
月
２
４
１
０
円
他
。
水

曜
日
は
午
後
の
場
合
あ
り
。
つ
け

ペ
ン
と
ボ
ー
ル
ペ
ン
。
初
級
～
上

級
。
詳
し
く
は
前
澤
緯
４
７
３
・

０
８
２
９
へ
。

　
◆
く
る
め
水
墨
画　
第
１
・
第

３
木
曜
日
午
前　
時
～
正
午
、
中

１０

央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月

２
０
０
０
円
。
講
師
は
日
本
水
墨

画
協
会
会
員
。
初
心
者
歓
迎
。
詳

し
く
は
田
口
緯
４
７
１
・
３
４
６

９
へ
。

　
◆
日
本
画（
杉
の
会
）　
第
１
土

曜
日
午
前
９
時
半
～
正
午
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
２
０

０
０
円（
材
料
費
込
み
）。
岩
絵
の

具
を
使
っ
た
日
本
画
を
初
歩
か
ら

指
導
。
詳
し
く
は
中
島
緯
４
５

８
・
６
４
７
０
へ
。

催

し

　
◆
第　
回
東
久
留
米
同
好
会
写

１８

真
展（
東
久
留
米
写
真
同
好
会
）　

１
月　
日
（
金
）
～　
日
（
火
）

１６

２０

の
午
前　
時
～
午
後
６
時
（
最
終

１０

日
は
午
後
５
時
ま
で
）、
ス
ペ
ー

ス
１
０
５
（
市
役
所
向
か
い
）
で
。

入
場
料
無
料
。
写
真
好
き
な
仲
間

た
ち
の
習
作
写
真
の
中
か
ら
選
ん

だ
作
品
を
展
示
。
詳
し
く
は
白
石

緯
４
７
５
・
２
７
９
１
へ
。

　
◆ 
謡  
仕  
舞 
の
体
験
教
室
（
オ

う
た
い 
し 

ま
い

リ
ー
ブ
）　
２
月
２
日
・
９
日
・　
１６

日
・　

日
の
い
ず
れ
も
月
曜
日
、

２３
午
前
９
時
半
～　
時
、
生
涯
学
習

１１

セ
ン
タ
ー
和
室
で
。
参
加
費
４
回

で
１
０
０
０
円
。
古
典
芸
能
を
身

近
に
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳

し
く
は
池
田
緯
４
７
４
・
８
８
０

５
へ
。

　
◆
新
年
お
茶
会
（
ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト
東
京
都
第
１
５
０
団
）　
１

月　
日
（
日
）
午
前　
時
～
正
午
、

２５

１０

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
和
室
で
。
参

加
費
１
０
０
円
。
年
中
～
小
学
生

と
そ
の
保
護
者
。
要
申
し
込
み
。

詳
し
く
は 
當  
麻 
緯
４
７
３
・
７
４

と
う 
ま

３
０
へ
。

　
◆
第　
回
市
長
杯
ウ
ィ
ン
グ
ス

１２

カ
ッ
プ
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
（
同
実

行
委
員
会
）　
２
月
７
日（
土
）午

前
９
時
～
午
後
４
時
、
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
第
１
体
育
室
で
。
入
場

料
無
料
。
障
害
者
と
一
般
市
民
が

大
会
を
楽
し
み
ま
す
。
今
回
で　
１２

回
目
。
詳
し
く
は
近
藤
緯
０
８

０
・
３
４
０
４
・
８
５
０
１
へ
。

　
◆
新
春
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー（
ダ
ン
ス
東
京
）　
１
月　
１１

日
（
日
）
午
前　
時
～
午
後
４
時
、

１１

成
美
教
育
文
化
会
館
グ
リ
ー
ン

ホ
ー
ル
で
。
入
場
料
１
０
０
０
円
。

ミ
キ
シ
ン
グ
、
ト
ラ
イ
ア
ル
、
競

技
選
手
の
ト
ラ
イ
ア
ル
。
軽
食
持

参
可
。
詳
し
く
は 
西  
垣  
内 
緯
０
９

に
し か
き う
ち

０
・
１
８
８
５
・
８
８
５
６
へ
。

　
◆
新
春
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

（
レ
ッ
ツ
ダ
ン
ス
）　
１
月　
日
１８

（
日
）
午
後
１
時
～
４
時
、
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
第
１
体
育
室
で
。

入
場
料
１
５
０
０
円
（
前
売
り
は

１
０
０
０
円
）。
プ
ロ
デ
モ
、
ア

テ
ン
ダ
ン
ト　
人
、
ミ
キ
シ
ン
グ

１３

あ
り
。
後
援
は
東
久
留
米
市
ダ
ン

ス
連
盟
。
詳
し
く
は
西
垣
内
緯
０

９
０
・
１
８
８
５
・
８
８
５
６
へ
。

　
◆
第
２
回
銀
杏 
寄  
席 
（
慶
應
義

よ 

せ

塾
東
久
留
米
三
田
会
）　
２
月
７

日
（
土
）
午
後
３
時
開
演
（
２
時

半
開
場
）、
成
美
教
育
文
化
会
館

１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。
木
戸
銭
５

０
０
円
。 
金  
原  
亭  
駒  
与  
志 
社
中
の

き
ん げ
ん て
い こ
ま 
よ 
し

５
人
の
方
に
よ
る
落
語
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
田
島
緯

０
９
０
・
２
２
４
７
・
３
９
１
４

へ
。
　
◆
第
１
回
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
の
作
品
展
示

会（
市
民
環
境
会
議
）　
１
月　
日
１７

（
土
）
～　
日
（
金
）
の
開
館
時

３０

間
内
（
初
日
は
正
午
か
ら
、
最
終

日
は
午
後
５
時
ま
で
）、
市
役
所

１
階
屋
内
ひ
ろ
ば
で
。
入
場
料
無

料
。
優
秀
賞
８
件
と
応
募
者
全
員

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
詳
し
く

は
富
村
緯
４
７
５
・
０
４
７
９
へ
。

　
◆
「
未
来
を
ひ
ら
く
歴
史
」
講

座
（
東
久
留
米
教
科
書
を
考
え
る

会
）　
１
月　
日（
日
）午
後
２
時

２５

～
４
時
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。

参
加
費
５
０
０
円
。
東
京
裁
判
～

戦
争
責
任
を
考
え
る
。
詳
し
く
は

秋
葉
緯
４
７
３
・
５
２
６
５
へ
。

　
◆
空
手
無
料
体
験
教
室
（ 
武  
村 

ぶ 
そ
ん

塾
滝
山
空
手
教
室
）　
１
月　
日
２４

（
土
）
午
後
２
時
～
３
時
、
滝
山

団
地
第
一
集
会
所（
滝
山
六
丁
目
）

で
。
参
加
費
無
料
。
幼
児
か
ら
親

子
が
対
象
。
運
動
で
き
る
服
装
で
。

飲
み
物
持
参
。
詳
し
く
は
菊
島
緯

０
８
０
・
５
４
６
０
・
４
１
１
６

へ
。

各
講
座
共
通
の
事
項

　
【
会
場
】
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
【
時
間
】「
午
前
」
が
午
前　
時
１０

～
正
午
▼
「
午
後
１
」
が
午
後
１

時
～
３
時
▼
「
午
後
２
」
が
午
後

４
時
～
６
時

　
【
受
講
料
】１
回
コ
ー
ス
が
１
０

０
円
、
３
回
コ
ー
ス
が
３
０
０
円

（
基
礎
資
料
代
）

　
【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

　
申
し
込
み
は
１
月　
日
（
火
）

２０

ま
で
に（
必
着
）、は
が
き
に
講
座

名
（
複
数
可
）・
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

〒
２
０
３
儿
０
０
５
４
、
中
央
町

２
ノ
６
ノ　
、
生
涯
学
習
セ
ン

２３

タ
ー
内
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
久
留
米

市
文
化
協
会
事
務
局
「
市
民
大
学

短
期
コ
ー
ス
申
し
込
み
」
係
宛
て

郵
送
を
。
な
お
、１
月
８
日（
木
）

か
ら
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
電

子
申
請
で
も
受
け
付
け
ま
す
。　

　
※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
１
月

　
日
（
水
）
午
後
１
時
半
か
ら
同

２１協
会
で
抽
選
。
応
募
者
が　
人
に

１０

満
た
な
い
場
合
は
開
講
し
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
同
協
会
☎
４
７
７
・

４
７
０
０
へ
。

各
講
座
の
内
容

　
●
昭
和
の
大
戦
争
の
イ
ロ
ハ
を

知
ろ
う
＝
２
月
３
日
・　

日
・　
１０

１７

日
、
い
ず
れ
も
火
曜
日
の
「
午
前
」。

学
校
で
は
教
わ
ら
な
か
っ
た
昭
和

の
大
戦
争
の
基
礎
知
識
を
組
み
立

て
ま
す
。
定
員　
人
。
持
ち
物
は

１５

筆
記
用
具
。
講
師
は
小
松
光
太
郎

氏
。
　
●
創
作
折
り
紙
＝
２
月
４
日
・

　
日
・　

日
、
い
ず
れ
も
水
曜
日

１８

２５

の「
午
後
１
」。
１
枚
の
紙
か
ら
身

近
な
動
物
を
折
り
ま
す
。
易
し
く

教
え
る
の
で
誰
で
も
可
。
定
員　
１５

人
。
持
ち
物
は
は
さ
み
。
講
師
は

木
村 
季  
博 
氏
。

す
え 
ひ
ろ

　
●
楽
し
い
バ
イ
オ
リ
ン
と
ビ
オ

ラ
の
合
奏
へ
の
導
入
＝
２
月
５

日
・　

日
・　

日
、
い
ず
れ
も
木

１２

１９

曜
日
の「
午
後
１
」。
簡
単
な
曲
を

合
奏
で
き
る
よ
う
に
楽
譜
の
読
み

方
、
奏
法
を
学
ぶ
。
生
演
奏
あ
り
。

定
員　
人
。
持
ち
物
は
バ
イ
オ
リ

１５

ン
ま
た
は
ビ
オ
ラ（
お
持
ち
の
方
）。

　
※
バ
イ
オ
リ
ン
は
少
数
貸
し
出

し
可（
要
消
耗
品
代
１
０
０
０
円
）。

講
師
は
村
田
ゆ
り
氏
。

　
●
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
で
魅
力

＆
セ
ン
ス
ア
ッ
プ
！
＝
２
月
６

日
・　

日
、
３
月
６
日
、
い
ず
れ

２０

も
金
曜
日
の「
午
前
」。
よ
り
若
々

し
く
健
康
的
に
見
せ
て
く
れ
る
似

合
う
色
の
選
び
方
の
レ
ッ
ス
ン
。

定
員　
人
。
教
材
費
１
０
０
０
円
。

２４
持
ち
物
は
手
鏡
ま
た
は
卓
上
鏡
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
美
容
な
ど
の
雑

誌
１
冊
。
色
鉛
筆
。
講
師
は
岩
崎

沙
織
氏
。

　
●
や
さ
し
い
陶
芸
儿
私
だ
け
の

「
そ
ば
ち
ょ
こ
｣
を
作
る
＝
２
月

９
日
、
３
月
２
日
・　

日
、
い
ず

３０

れ
も
月
曜
日
の「
午
後
１
」。
憧
れ

の
陶
芸
。
２
日
間
で
本
格
的
な
作

陶
、
絵
付
、 
釉  
薬 
掛
け
を
し
ま
す
。

ゆ
う 
や
く

定
員　
人
。
教
材
費
５
０
０
円
。

１０

講
師
は 
土  
肥  
暁  
美 
氏
。

ど 

い 
あ
け 
み

　
●
贈
る
・
飾
る
・
創
る
を
楽
し

む
～
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
＝
２
月　
日
・　
１３

２０

日
・　

日
、
い
ず
れ
も
金
曜
日
の

２７

「
午
後
１
」。
ト
ピ
ア
リ
ー
、
ホ

ワ
イ
ト
ミ
ニ
ケ
ー
キ
、
か
わ
い
い

ア
レ
ン
ジ
を
作
り
ま
す
。
定
員　
２４

人
。
教
材
費
４
９
５
０
円
（
初
回

に
集
金
。
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

欠
席
の
場
合
は
教
材
を
渡
し
ま

す
）。
持
ち
物
は
花
材
用
接
着
剤

（
透
明
ボ
ン
ド
可
）、
木
工
用
ボ

ン
ド
、
は
さ
み
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
、

新
聞
紙
、
筆
記
用
具
、
作
品
を
入

れ
る
袋
、
ゴ
ミ
袋
、
軍
手
。
講
師

は 
新
宮
領 
初
江
氏
。

し
ん
ぐ
り
ょ
う

　
●
心
を
軽
く
す
る
子
育
て
儿
子

ど
も
と
楽
し
く
生
き
る
た
め
に
＝

２
月　
日
、
３
月
３
日
・　

日
、

２４

１０

い
ず
れ
も
火
曜
日
の「
午
前
」。
楽

し
い
交
流
で
心
を
柔
軟
に
し
て
子

ど
も
へ
の
接
し
方
・
受
け
と
め
方

を
学
ぶ
。
定
員　
人
。
持
ち
物
は

１５

筆
記
用
具
、
飲
み
物
。
講
師
は
田

口
ま
り
氏
。

　
●
や
さ
し
い
マ
ネ
ー
講
座
＝
２

月　
日
、
３
月
６
日
・　

日
、
い

２７

１３

ず
れ
も
金
曜
日
の「
午
後
１
」。
身

近
な
お
金
に
つ
い
て
の
疑
問
を
一

緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。
定
員　
人
。

３０

環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

持
ち
物
は
筆
記
用
具
。
講
師
は
伊

藤 
魅  
和 
氏
。

み 

わ

　
●
中
國
水
墨
画
＝
３
月
２
日
・

９
日
・　

日
、
い
ず
れ
も
月
曜
日

３０

の「
午
後
１
」。
墨
と
彩
色
を
施
す

中
国
四
千
年
の
歴
史
あ
る
奥
深
い

水
墨
画
。
定
員　
人
。
持
ち
物
は

３６

半
紙
、
墨
汁
、
筆
１
本
、
台
布
巾
、

小
皿
２
枚
、
筆
洗
い
用
コ
ッ
プ
、

新
聞
紙
２
枚
。
講
師
は 
劉 

り
ゅ
う 
偉 
氏
。

い

　
●
や
さ
し
い
水
彩
画
初
級
＝
３

月
５
日
・　

日
・　

日
、
い
ず
れ

１２

１９

も
木
曜
日
の「
午
後
１
」。
初
心
者

の
た
め
の
水
彩
画
、
基
礎
か
ら
学

ん
で
楽
し
く
絵
が
描
け
ま
す
。
定

員　
人
。
教
材
費
３
０
０
円
。
持

２４
ち
物
は
水
彩
絵
の
具
セ
ッ
ト
（
色

鉛
筆
可
）、筆
洗
い
用
コ
ッ
プ
、鉛

筆
、
練
り
消
し
ゴ
ム
、
ス
ケ
ッ
チ

帳
（
Ａ
４
・
Ｆ
４
・
Ｆ
６
。
画
用

紙
代
用
可
）、布
巾
、テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
。
講
師
は 
渡  
部 
眞
介
氏
。

わ
た 
べ

　
●
自
力
整
体
・
整
食
・
整
心
法

＝
３
月
６
日
・　

日
・　

日
、
い

１３

２０

ず
れ
も
金
曜
日
の「
午
前
」。
健
康

寿
命
を
延
ば
し
て
ス
ト
レ
ス
に
負

け
な
い
身
体
づ
く
り
。
定
員　
人
。

３０

持
ち
物
は
バ
ス
タ
オ
ル
ま
た
は
ヨ

ガ
マ
ッ
ト
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
。

　
※
動
き
や
す
い
服
装
で
。
講
師

は
河
村
絹
代
氏
。

　
●
写
真
を
上
手
に
表
現
す
る
に

は
＝
３
月　
日
・　

日
・　

日
、

１０

１７

２４

い
ず
れ
も
火
曜
日
の
「
午
後
１
」。

写
真
の
基
本
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
好
天
の
場
合

は　
日
に
野
外
撮
影
を
予
定
。
定

１７
員　
人
。
持
ち
物
は
カ
メ
ラ
（
デ

１８
ジ
タ
ル
・
フ
ィ
ル
ム
な
ど
機
種
不

問
）。
講
師
は 
江  
之  
元 
ひ
さ
お
氏
。

え 

の 
も
と

多
摩
六
都
フ
ェ
ア

　
多
摩
北
部
都
市
広
域
行
政
圏
協

議
会
（
東
久
留
米
市
、
小
平
市
、

東
村
山
市
、清
瀬
市
、西
東
京
市
）

で
は
、
共
同
事
業
「
多
摩
六
都

フ
ェ
ア
」
の
一
環
と
し
て
「
ぴ
ゅ

あ 
あ
ー
と
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
圏
域
５
市
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
障
害
の
あ
る
皆
さ
ん
に
応
募

い
た
だ
い
た
作
品
（
絵
画
、
工
作
、

陶
芸
な
ど
）
の
中
か
ら
、
専
門
家

　
多
摩
六
都
圏
（
東
久
留
米
市
、

小
平
市
、
東
村
山
市
、
清
瀬
市
、

西
東
京
市
）
を
中
心
と
し
た
、
近

隣
高
校
の
写
真
部
な
ど
に
よ
る
合

同
写
真
展
で
す
。
高
校
生
の
感
性

あ
ふ
れ
る
作
品
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ

い
。
主
催
は
多
摩
北
部
都
市
広
域

行
政
圏
協
議
会
。

　
【
日
時
】
１
月
８
日
（
木
）
～　
１２

日
（
祝
）
の
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
最
終
日
は
午
後
２
時
ま
で
）

　
【
会
場
】清
瀬
市
郷
土
博
物
館
２

階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
清
瀬
市
上
清
戸

２
ノ
６
ノ　
）
４１

　
【
入
場
料
】
無
料

　
詳
し
く
は
清
瀬
市
生
涯
学
習
ス

　
市
で
は
環
境
基
本
計
画
に
沿
っ

て
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
昨
年
７
月
に

施
行
さ
れ
た
「
水
循
環
基
本
法
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

　
同
法
は
、
東
京
で
唯
一
、
環
境

省
の
「
平
成
の
名
水
百
選
」
に
選

ば
れ
た
落
合
川
と
南
沢
湧
水
群
な

ど
を
有
し
、「
湧
水・清
流
保
全
都

市
宣
言
」
を
行
っ
た
東
久
留
米
市

に
と
っ
て
注
目
す
べ
き
法
律
で
す
。

こ
の
法
律
の
制
定
ま
で
の
話
や
、

こ
の
法
律
に
よ
っ
て
何
が
変
わ
る

の
か
な
ど
を
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。 　

【
日
時
】
１
月　
日
（
土
）
午
後

１７

２
時
～
３
時
半

　
【
会
場
】
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　
【
内
容
】水
循
環
基
本
法
の
成
立

と
展
望

　
【
定
員
】
先
着　
人
８０

　
【
講
師
】衆
議
院
議
員
の
中
川
俊

直
氏
、
大
阪
経
済
大
学
名
誉
教
授

の
稲
場
紀
久
雄
氏

　
【
入
場
料
】
無
料

　
※
手
話
通
訳
あ
り
。

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
４
７

０
・
７
７
５
３
へ
。

　
自
由
学
園
、
東
久
留
米
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
会
な
ど
の
協
力

に
よ
り
、
環
境
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

「
冬
の
渡
り
鳥
観
察
会
」
を
実
施

し
ま
す
。
実
際
に
落
合
川
や
自
由

学
園
を
散
策
し
な
が
ら
、
野
鳥
の

紹
介
を
聞
き
ま
す
。
市
内
に
も
多

く
の
渡
り
鳥
が
生
息
し
て
い
る
こ

と
を
実
感
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

貴
重
な
発
見
が
あ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】
２
月　
日
（
日
）
午
前

１５

８
時
～
正
午
、
市
役
所
集
合
・
解

散
予
定

　
【
観
察
場
所
】
落
合
川・自
由
学

園
（
学
園
町
一
丁
目
）

　
【
対
象
】　
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
（
小
学
３
年
生
以
下
は
、

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）

　
【
定
員
】　
先
着　
人
３０

　
【
参
加
費
】１
人
１
０
０
円（
保

険
代
。
当
日
集
金
）

　
申
し
込
み
は
１
月　
日
（
木
）

１５

午
前
９
時
か
ら
環
境
政
策
課
へ
電

話
（
４
７
０
・
７
７
５
３
）
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
（kankyoseisaku

@
city.higashikurume.lg.jp

）
で

連
絡
を
。
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

タ
イ
ト
ル
を
「
渡
り
鳥
観
察
会
参

加
希
望
」
と
し
、
参
加
を
希
望
す

る
方
全
員
の
氏
名
・
住
所
・
年
齢
・

電
話
番
号・双
眼
鏡
貸
し
出
し（
無

料
）
希
望
の
有
無
・
２
人
以
上
で

申
し
込
み
の
場
合
は
、
代
表
者
の

氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
５
３
へ
。

に
よ
っ
て
選
考

さ
れ
た
作
品
を

展
示
す
る
と
と

も
に
、
制
作
者

を
開
催
初
日
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
同
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
予
定
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

ポ
ー
ツ
課
☎
４
９
５
・
７
０
０
１

へ
。

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
で
組

織
す
る
団
体
が
、
新
聞
・
雑
誌
・

段
ボ
ー
ル
・
古
布
・
ア
ル
ミ
缶
な

ど
の
資
源
ご
み
を
市
指
定
の
再
生

資
源
取
扱
業
者
に
引
き
渡
し
た
場

合
、
そ
の
回
収
量
に
応
じ
て
報
奨

金
を
交
付
す
る
「
資
源
回
収
報
奨

金
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。　
２６

年
度
後
期
分
の
交
付
申
請
を
次
の

通
り
受
け
付
け
ま
す
。

　
【
対
象
団
体
】市
内
在
住
の
方
で

構
成
す
る
自
治
会
、
子
ど
も
会
、

婦
人
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

　
【
報
奨
金
交
付
額
】回
収
実
績
量

に
応
じ
て
１
丼
乘
当
た
り
９
円

　
【
申
請
受
付
日
時
】
土
曜・日
曜

日
を
除
く
２
月
２
日
（
月
）
～　
１２

日
（
木
）
の
午
前
９
時
～　
時
半

１１

と
午
後
１
時
～
４
時
半

　
【
申
請
会
場
】平
日
は
市
役
所
５

　
多
摩
地
域
の
市
町
村
が
発
行
し

て
い
る
郷
土
史
や
文
化
財
・
自
然

関
係
の
刊
行
図
書
が
一
堂
に
集
ま

る
「
多
摩
郷
土
誌
フ
ェ
ア
」
が
今

年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
は　
３０

市
町
村
の
約
１
０
０
０
種
類
の
図

書
な
ど
が
展
示
・
有
料
頒
布
さ
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

主
催
は
東
京
都
市
社
会
教
育
課
長

会
文
化
財
部
会
。

　
【
日
時
】
１
月　
日
（
土
）・　

１７

１８

日
（
日
）
午
前　
時
～
午
後
５
時

１０

（　
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

１８
　
【
会
場
】立
川
市
女
性
総
合
セ
ン

タ
ー
ア
イ
ム
１
階
健
康
サ
ロ
ン

（
立
川
市
曙
町
２
ノ　
ノ
２
）

３６

市
の
郷
土
誌
の
ご
案
内

　
「
東
久
留
米
市
史
」（
５
０
０
０

円
）、「
東
久
留
米
市
史
史
料
」（
４

家
族
介
護
者
教
室
を
開
催
し
ま

家
族
介
護
者
教
室
を
開
催
し
ま
すす

　
自
宅
で
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
家
族
の
方
が
安
心
し
て
介
護
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
基
礎
的
な
知

識
や
技
術
を
習
得
す
る
た
め
の
初

心
者
向
け
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
食
事
は
１
日
３
回
あ
り
、
そ
の

介
助
方
法
も
状
態
に
よ
っ
て
変
わ

り
ま
す
。
食
事
形
態
の
説
明
か
ら

実
習
ま
で
幅
広
く
学
び
ま
す
。

　
【
日
時
】
１
月　
日
（
水
）
午
前

２１

　
認
知
症
の
高
齢
者
を
介
護
す
る

家
族
の
方
、
日
々
の
不
安
や
心
配

事
な
ど
を
気
軽
に
話
し
ま
せ
ん
か
。

対
象
の
地
域
を
確
認
の
上
、
担
当

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
申

し
込
み
を
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
費
は
１
０
０
円
（
茶
菓
子
代

な
ど
）
で
す
。

◎
東
部
地
域
に
居
住
の
方

　
【
対
象
】
上
の
原
、
金
山
町
、
神

宝
町
、
氷
川
台
、
大
門
町
、
小
山
、

東
本
町
、
新
川
町
、
浅
間
町

　
【
日
時
】
１
月　
日
（
木
）、
２

１５

月　
日（
火
）、い
ず
れ
も
午
後
１

１７
時　
分
～
２
時　
分

１５

４５

　
【
会
場
】東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
会

議
室
２

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
東
部
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

３
・
９
９
９
６
へ
。

◎
中
部
地
域
に
居
住
の
方

　
【
対
象
】
本
町
、
幸
町
、
中
央
町
、

南
沢
、
学
園
町
、
ひ
ば
り
が
丘
団

地
、
南
町
、
前
沢
一
～
三
丁
目

「「
認
知
症
介
護
者
家
族

認
知
症
介
護
者
家
族
会会
」」をを

開
催
し
ま

開
催
し
ま
すす

　
都
内
の
中
学
生
に
薬
物
乱
用

問
題
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
、
都
で
は　
年
度

１１

か
ら
毎
年
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
募

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
年
度
の
作
品
の
選
考
が
行
わ

２６
れ
、
市
内
の
中
学
生
の
２
作
品
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
作
品
は
、
都
福

祉
保
健
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
今
こ

そ
ス
ト
ッ
プ
！
薬
物
乱
用
」
か
ら

も
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
優
秀
賞
＝
齋
藤 
瀬  
奈 
さ
ん
（
南

せ 

な

中
学
校
３
年
）
▼
優
良
賞
＝
嶋
津

 
星  
良 
さ
ん
（
西
中
学
校
２
年
）

せ
い 
ら

　
詳
し
く
は
健
康
課
予
防
係
☎
４

７
７
・
０
０
３
０
へ
。

　
市
で
は
、
災
害
発
生
時
に
備
え
、

民
間
団
体
な
ど
と
災
害
協
定
を
締

結
し
て
い
ま
す
。　

年
は
次
の
団

２６

体
と
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　
今
後
も
災
害
対
策
を
充
実
さ
せ

る
た
め
、
民
間
団
体
な
ど
と
の
協

定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
【
協
定
名
お
よ
び
協
定
先
】災
害

時
に
お
け
る
避
難
所
施
設
利
用
に

関
す
る
協
定
書
（
都
立
久
留
米
特

別
支
援
学
校
）
▼
災
害
時
に
お
け

る
車
両
等
の
提
供
に
関
す
る
協
定

　
頭
の
け
が
や
、
脳
卒
中
な
ど
脳

の
病
気
が
原
因
で
、
記
憶・注
意・

遂
行
機
能
な
ど
脳
の
機
能
に
障
害

が
起
き
、
社
会
生
活
を
送
る
こ
と

が
困
難
に
な
っ
た
状
態
を
「
高
次

脳
機
能
障
害
」
と
い
い
ま
す
。
見

つ
か
り
に
く
く
、
外
見
か
ら
分
か

　
　
年　
月
１
日
を
調
査
期
日
と

２７

１０

し
て
、
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
市
で
は
、
調
査
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
調
査
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
【
調
査
活
動
期
間
】８
月
下
旬
～

　
月
下
旬

１０
　
【
応
募
資
格
】
①
市
内
在
住・在

勤
・
在
学
の
方
で
、
原
則
と
し
て

　
歳
以
上
の
健
康
な
方
②
税
務
、

２０警
察
お
よ
び
選
挙
に
直
接
関
係
の

な
い
方
③
暴
力
団
員
で
な
い
方
お

よ
び
暴
力
団
な
ど
と
密
接
な
関
係

を
有
し
な
い
方

　
【
内
容
】１
調
査
区　
～　
世
帯

４０

８０

で
、
原
則
２
調
査
区
を
担
当
。
①

調
査
員
事
務
打
ち
合
わ
せ
会
へ
の

出
席
②
受
け
持
ち
調
査
区
の
確
認

お
よ
び
調
査
書
類
の
作
成
③
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
利
用
案
内
」

　
【
日
時
】
１
月　
日
（
水
）
午
後

２８

１
時
半
～
４
時

　
【
会
場
】市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ

ば
　
【
相
談
内
容
】年
金
、社
会
保
険

（
健
康
保
険
・
雇
用
保
険
・
介
護

保
険
）、
労
働
問
題
（
賃
金
未
払

い
・
解
雇
な
ど
）

　
【
定
員
】
５
人
程
度

　
【
費
用
】
無
料　

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
詳
し
く
は
生
活
文
化
課
☎
４
７

０
・
７
７
３
８
へ
。

　
【
日
時
】
１
月　
日
（
水
）
が
午

１４

後
４
時
～
６
時
（
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
を
５
時
か
ら
予
定
）、

　
日
（
木
）・　
日
（
金
）
が
午
前

１５

１６

　
時
～
午
後
５
時

１０
　
【
会
場
】
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
・

屋
内
ひ
ろ
ば
（
市
役
所
１
階
）

　
【
入
場
料
】
無
料

　
詳
し
く
は
企
画
調
整
課
☎
４
７

０
・
７
７
０
２
へ
。

　
【
日
時
】
１
月　
日
（
月
）
午
後

１９

１
時
～
２
時
半

　
【
会
場
】中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー

第
１
会
議
室

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
中
部
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

０
・
８
１
８
６
へ
。

◎
西
部
地
域
に
居
住
の
方

　
【
対
象
】
前
沢
四・五
丁
目
、
滝

山
、
野
火
止
、
八
幡
町
、
柳
窪
、

弥
生
、
下
里

　
【
日
時
】
１
月　
日
（
月
）
午
後

２６

１
時　
分
～
２
時
半

１５

　
【
会
場
】西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
講

習
室
２

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
西
部
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

２
・
０
６
６
１
へ
。

　
時
～
正
午
（
９
時
半
か
ら
受
け

１０付
け
）

　
【
会
場
】ニ
チ
イ
学
館
東
久
留
米

教
室
（
本
町
１
ノ
３
ノ　
、
メ
ラ

３０

ン
プ
ス
ビ
ル
３
階
）

　
【
内
容
】
食
事
介
助

　
【
対
象
】高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
家
族
の
方

　
【
定
員
】
先
着　
人
３０

　
【
講
師
】ニ
チ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

東
久
留
米
の
山
本
恭
子
氏
ほ
か

　
【
費
用
】
無
料

　
申
し
込
み
は
１
月　
日
（
金
）

１６

ま
で
に
、
フ
ァ
ク
ス
（
４
７
９
・

１
５
７
２
）
ま
た
は
直
接
同
セ
ン

タ
ー
へ
。

　
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

９
・
１
５
７
０
へ
。

の
配
布
④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
未
回

答
世
帯
へ
調
査
票
の
配
布
・
回
収

⑤
調
査
票
未

提
出
世
帯
へ

の
督
促
・
回

収
⑥
調
査
書

類
の
整
理
お

よ
び
提
出

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

年
国
勢
調
査
員

　

年
国
勢
調
査
員
をを

２７２７

募
集
し
ま

募
集
し
ま
すす

　
【
報
酬
】国
の
基
準
に
基
づ
い
て

支
給
　
申
し
込
み
は
所
定
の
申
込
書
に

記
入
の
上
、
企
画
経
営
室
総
務
課

統
計
調
査
担
当
（
市
役
所
４
階
）

に
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。　

　
※
申
込
書
は
同
担
当
、
各
連
絡

所
、
各
図
書
館
、
各
地
区
セ
ン

タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
配

布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
担
当
☎
４
７
０
・

７
７
１
４
へ
。

市
民
交
流
事
業

ら
ず
に
誤
解
も
受
け
や
す
い
こ
の

障
害
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
支

援
し
た
ら
地
域
で
暮
ら
し
や
す
く

な
る
の
か
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
ま
す
。
主
催
は
北
多

摩
北
部
地
域
高
次
脳
機
能
障
害
者

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
。
東

　

年
度

２６多
摩
東
人
権
啓
発
活
動
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
事

多
摩
東
人
権
啓
発
活
動
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
事
業業

「
講
演
と
映
画
の
集
い
～
メ
ダ
リ
ス
ト
へ
の

「
講
演
と
映
画
の
集
い
～
メ
ダ
リ
ス
ト
へ
の
道道
～
」
～
」

　
人
権
問
題
に
関
す
る
正
し
い

認
識
を
深
め
、
基
本
的
人
権
の

擁
護
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に

「
講
演
と
映
画
の
集
い
」
を
開

催
し
ま
す
。
主
催
は
多
摩
東
人

権
啓
発
活
動
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
、
東
久
留
米
市
。

　
【
日
時
】
２
月
７
日
（
土
）
午

後
１
時
～
４
時
半
（
午
後
０
時

半
開
場
）

　
【
会
場
】生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

　
【
内
容
】①
講
演
＝
市
内
在
住

で
北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銀
メ

ダ
リ
ス
ト
・
ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
小

山
恭
輔
氏
、
母
親
の
小
山
郁
子

氏
、
コ
ー
チ
の
八
尋
大
氏
▼
②

映
画
上
映
＝
「
夢　
追
い
か
け

て
」
　
【
定
員
】
先
着
５
０
０
人

　
【
入
場
料
】
無
料

　
【
ご
注
意
】駐
車
場
に
限
り
が

あ
り
ま
す
。
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
【
そ
の
他
】手
話
通
訳
、要
約

筆
記
あ
り
。
未
就
学
児
の
保
育

を
希
望
の
方
は
１
月　
日（
金
）

２３

ま
で
に
要
予
約

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
詳
し
く
は
生
活
文
化
課
☎
４

７
０
・
７
７
３
８
へ
。

０
０
０
円
）、

「
東
久
留
米

の
あ
け
ぼ
の

儿
考
古
学
に

み
る
東
久
留

米
の
原
始・古
代
儿
」（
１
５
０
０

円
）、「
東
久
留
米
の
江
戸
時
代
儿

文
化
財
か
ら
み
た
東
久
留
米
の

村
々
儿
」（
１
７
０
０
円
）、「
東
久

留
米
の
近
代
史
儿
明
治
・
大
正
・

昭
和
前
期
儿
」（
１
３
０
０
円
）、

「
光
の
交
響
詩
儿
写
真
で
つ
づ
る

ふ
る
さ
と
東
久
留
米
」（
１
３
０
０

円
）、「
指
定
文
化
財
編
」（
７
０
０

円
）、「
地
名
編
」（
８
０
０
円
）、

「
板
碑
編
」（
５
０
０
円
）、「
絵
馬

編
」（
７
０
０
円
）、「
明
治
時
代
各

村
地
引
絵
図
Ⅰ
～
Ⅲ
」（
５
５
０
円

～
１
０
０
０
円
）、「
多
摩
の
昆

虫
」（
１
０
０
０
円
）、「
東
久
留
米

の
野
草
」（
８
０
０
円
）、「
東
久
留

米
の
野
鳥
」（
９
０
０
円
）、「
埋
蔵

文
化
財
調
査
報
告
第
６
集
～
第　
４０

集
」（
５
０
０
円
～
３
０
０
０
円
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
書
籍
は
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
２
階
）
と
郷

土
資
料
室
で
閲
覧
・
販
売
し
て
い

ま
す
（
閲
覧
は
市
立
図
書
館
で
も

で
き
ま
す
）。

　
詳
し
く
は
郷
土
資
料
室
☎
４
７

２
・
０
０
５
１
へ
。

京
都
高
次
脳
機
能
障
害
者
支
援
普

及
事
業
。

　
【
日
時
】
１
月　
日
（
土
）　
午

３１

後
１
時
半
～
４
時
半
（
午
後
０
時

　
分
開
場
）　

４５
　
【
会
場
】
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

　
【
内
容
】東
京
障
害
者
職
業
セ
ン

タ
ー
多
摩
支
所
の
井
上
氏
に
よ
る

基
調
講
演
「
高
次
脳
機
能
障
害
者

の
就
労
支
援
に
つ
い
て
」、
地
域

で
の
支
援
～
当
事
者
の
声
か
ら
～

　
【
参
加
費
】
無
料

　
【
ご
注
意
】駐
車
場
に
限
り
が
あ

り
ま
す
。
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
☎
４
７

０
・
７
７
４
７
、
フ
ァ
ク
ス
（
４

７
５
・
８
１
８
１
）
へ
。

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
日
本
レ
ッ
カ
ー

協
会
）
▼
災
害
時
に
お
け
る
資
器

材
調
達
に
関
す
る
協
定
書
（
株
式

会
社
レ
ン
タ
ル
の
ニ
ッ
ケ
ン
東
久

留
米
営
業
所
・
株
式
会
社
ア
ク

テ
ィ
オ
）
▼
災
害
時
に
お
け
る
タ

ク
シ
ー
車
両
に
よ
る
緊
急
輸
送
に

関
す
る
協
定
書
（
西
武
ハ
イ
ヤ
ー

株
式
会
社
ひ
ば
り
ケ
丘
営
業
所
）

▼
災
害
時
に
お
け
る
し
尿
の
汲
み

取
り
及
び
運
搬
に
関
す
る
協
定
書

（
株
式
会
社
丸
井
商
事
・
株
式
会

社
井
田
環
境
サ
ー
ビ
ス
・
有
限
会

社
常
盤
組
東
久
留
米
支
店
・
有
限

会
社
パ
イ
プ
環
境
サ
ー
ビ
ス
）
▼

災
害
時
に
お
け
る
物
資
の
供
給
に

関
す
る
協
定
書
（
大
和
紙
器
株
式

会
社
・
セ
ッ
ツ
カ
ー
ト
ン
株
式
会

社
）
　
詳
し
く
は
防
災
防
犯
課
☎
４
７

０
・
７
７
６
９
へ
。

階
５
０
１
会
議
室
、
２
月　
日
１１

（
祝
）の
み
、ご
み
対
策
課（
八

幡
町
２
ノ　
ノ　
）
で
受
け
付

１０

１０

け
ま
す

　
【
必
要
書
類
な
ど
】回
収
業
者

か
ら
の
資
源
回
収
実
施
報
告
書
、

団
体
代
表
者
の
認
め
印
（
ス
タ

ン
プ
式
不
可
）、
振
込
先
の
金

融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
場

合
は
店
名
の
数
字
と
振
り
込
み

用
の
７
ケ
タ
の
口
座
番
号
が
必

要
）
の
通
帳
、
団
体
が
確
認
で

き
る
規
約
や
名
簿
な
ど

　
【
申
請
対
象
期
間
】　
年
２
月

２６

～　
年
１
月
分

２７
　
※
報
奨
金
交
付
申
請
用
紙
一

式
は
、
申
請
会
場
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
申
請
書
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で

き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
ご
み
対
策
課
☎
４

７
３
・
２
１
１
７
へ
。

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

市
民
大
学
短
期
コ
ー
ス
の

多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多
摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩
六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六
都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都

高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写
真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真

多
摩
六
都　

高
校
生
写
真
展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展

　

年
市
災
害
協
定

年
市
災
害
協
定
のの

2626締
結
状
況
に
つ
い

締
結
状
況
に
つ
い
てて

年
度
資
源
回
収
報
奨

　

年
度
資
源
回
収
報
奨
金金（
後
期
分
）

（
後
期
分
）のの

２６２６

交
付
申
請
を
受
け
付
け
ま

交
付
申
請
を
受
け
付
け
ま
すす

環
境
ウ
オ
ッ
チ
ン

環
境
ウ
オ
ッ
チ
ン
ググ

「
冬
の
渡
り
鳥
観
察
会

「
冬
の
渡
り
鳥
観
察
会
」」

ぴ
ゅ
あ
あ
ー
と
展

無
料
相
談
会

「
第

回
多
摩
郷
土
誌
フ
ェ
ア
」

「
第　

回
多
摩
郷
土
誌
フ
ェ
ア
」をを

２７２７

開
催
し
ま

開
催
し
ま
すす

「
高
次
脳
機
能
障
害
者
の

　

社
会
復
帰
へ
の
援
助
」を

開
催
し
ま
す

「
水
循
環
基
本
法
に
つ
い
て
」

「
水
循
環
基
本
法
に
つ
い
て
」をを

開
催
し
ま

開
催
し
ま
すす

薬
物
乱
用
防
止
ポ
ス
タ

薬
物
乱
用
防
止
ポ
ス
タ
ーー（
東
京
都
選
考
）に

（
東
京
都
選
考
）に

市
内
の
中
学
生
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し

市
内
の
中
学
生
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し
たた

　

年
度

２６

小山恭輔氏

優
良
賞　

嶋
津
星
良
さ
ん
の
作
品

優
秀
賞　

齋
藤
瀬
奈
さ
ん
の
作
品


